
奈良県立ろう学校 特別支援部
２０２０年 ４月号

ろう学校特別支援部です。今年もよろしくお願いします。

相談・支援の対象

本校の特別支援部は聴覚障害教育のセンター校として、県内に在籍する聴覚障害幼
児・児童・生徒や関係する方々を対象に、様々な支援を行っています。皆様の中には、
初めてきこえにくいお子さんを担当される先生もいらっしゃると思います。皆様と連
携をはかりながら一人ひとりに合った支援が行えるよう、一緒に考えていけたらと
思っています。以下のような支援内容がありますので、担当されているお子様への教
育活動に当たって、積極的に生かしていただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

・奈良県内に在住している聴覚障害を有する乳幼児から高校生
・聴覚障害児・者が在籍する学校園

相談・支援内容

◎補聴相談
聴力の測定やことばのききとり検査などの結果から、子どものきこえの状況

を把握し、それに合った補聴機器の効果的な活用方法や教室の音環境整備など
についての相談に応じています。

◎教育相談
「きこえない・きこえにくい」ことが子どもにとって学校生活に与える影響

は大変大きいものがあります。乳幼児から高校生まで教育相談に応じ、必要な
情報提供を行っています。また学校訪問の上、実際の子どもの様子を見ながら
助言させていただくことも可能です。

（主な相談内容）
コミュニケーション方法、言語指導や発音指導、学習支援、情報保障（ロ

ジャー、要約筆記等）、障害認識、周りの子どもの障害理解促進など

◎教員研修・障害理解授業支援
本校教員が学校訪問し、教員研修および理解授業支援を行います。

◎担当者研究会
年に２回（５月1６日、８月２２日）担当者研究会を開催しています。保育

園、幼稚園、小学校、中学校、高校で聴覚障害を持つお子さんを担当している
先生方に集まっていただき、講演会や情報交換会を行っています。特に情報交
換会では、互いの取り組みについて話していただき、先生方同士がつながれる
場として大変意義があるものとなっています。ぜひご参加ください。

◎情報紙『つながり』の発行
・聴能部が発行している「音きこえのノート」と一緒に郵送、またはメール配
信しています。詳細は同封いたしました「情報紙の送付について」をご覧くだ
さい。



「きこえにくい子に合った支援方法を知りたい」「子どものきこえの状況を把握したい」「子どもは、
どんな時に困難さを感じている？」など、お聞きになりたいことや相談したいことがありましたら、
いつでもご連絡ください。一緒に子どもたちへの支援を考えていきましょう。

奈良県立ろう学校
〒639-1122 大和郡山市丹後庄町456
TEL  0743-56-2921     FAX   0743-56-8833

中田 晃代
（なかた あきよ）
高等部 数学担当

那智上 舞
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中学部 家庭科担当

針本 亜侑
(はりもと あゆ)
小学部 ２年担任

宮本 優子
(みやもと ゆうこ)
幼稚部 青組担任

田中 世為子
（たなか せいこ）
専任・教育相談窓口

椿野 絵里
（つばきの えり）

特別支援部長

特別支援部員紹介

お 知 ら せ

コロナウィルスによる影響により、奈良県の学校でも先々の見通しが立ちにくい
状況が続いております。「音きこえのノート」４月号の年間予定のところで案内
させていただいた通り、５月に予定していた第１回担当者研究会（県内の聴覚障
害幼児・児童・生徒の教育に関わる教職員対象）は中止とさせていただくことに
なりました。

そこで、研究会にかわる方法として、会報紙やメール配信等を通して皆様に情
報提供ができるようにしていきたいと思っています。もしご不明な点、支援につ
いて詳しく知りたいことなどがありましたら、本校までお問い合わせください。

また今後の研究会や行事の変更追加等がありましたら、お知らせする予定です。
どうそよろしくお願い申し上げます。

１年間どうぞ
よろしくお願い
します！

【今年度の予定】（新型コロナウィルス感染症の状況によって変更の可能性があります）

７/２１（火） きらきら☆なかよし交流会
県内のきこえない・きこえにくい小学生対象の交流会

８/５ （水） 第２回聴覚障害教育担当者研究会

８/２０（木） 集まれ！中高生企画（ろう学校）
県内のきこえない・きこえにくい中高生の学習会＆交流会


